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松
葉
雅
浩
議
員
（
公
明
党
）

　

中
国
分
３
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ

ン
計
画
跡
地
を
風
致
地
区
に
戻

す
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
の
こ

と
で
あ
る
。
戻
せ
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
周
辺
住
民
が
望
ん
で
い

る
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、

隣
接
地
も
含
め
て
、
地
区
計
画

な
ど
の
手
法
を
活
用
す
る
こ
と

は
出
来
な
い
か
。
ま
た
、
周
辺

住
民
の
意
見
は
地
区
計
画
な
ど

地
区
計
画
な
ど
の
手
法
活
用
は

事
業
者
と
の
間
で
協
議
し
て
い
る

中国分のマンション計画跡地

に
は
反
映
さ
れ
る
の
か
。

答
　

こ
の
跡
地
に
つ
い
て
は
、

現
在
事
業
者
と
の
間
で
、
地
区

計
画
な
ど
を
定
め
ら
れ
な
い
か

協
議
を
し
て
お
り
、
隣
接
地
は
、

地
区
計
画
の
導
入
も
視
野
に
入

れ
て
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

区
計
画
が
導
入
さ
れ
た
場
合
は
、

法
的
な
縦
覧
制
度
が
あ
る
た
め
、

周
辺
住
民
は
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。

増
田
三
郎
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

総
武
線
以
南
の
雨
水
排
水
対

策
と
し
て
大
和
田
地
区
に
大
型

の
ポ
ン
プ
場
を
建
設
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
悪
臭
対
策
や
騒
音

対
策
な
ど
、
周
辺
住
民
に
対
す

る
配
慮
は
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
稲
荷
木
緑
道
の
未
整

備
部
分
は
平
成
21
年
度
中
に
整

備
予
定
と
の
こ
と
だ
が
、
完
成

は
い
つ
頃
か
。

新
設
す
る
ポ
ン
プ
場
の
環
境
対
策
は

設
備
は
建
物
内
に 

建
物
は
周
辺
に
配
慮

大和田・稲荷木地区のまちづくり

答
　

ポ
ン
プ
場
は
大
和
田
２
丁

目
に
建
設
予
定
で
、
排
水
路
は

地
下
排
水
溝
と
し
、
ポ
ン
プ
等

を
全
て
建
物
内
に
整
備
す
る
な

ど
、
環
境
対
策
を
図
る
と
共
に
、

緑
化
を
十
分
行
い
、
建
物
の
景

観
も
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し

た
も
の
に
し
た
い
。

　

ま
た
、
稲
荷
木
緑
道
整
備
に

つ
い
て
は
８
月
頃
の
施
工
を
予

定
し
て
い
る
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
緑
風
会
）

　

真
間
地
区
は
万
葉
の
里
と
し

て
知
ら
れ
、
真
間
山
弘
法
寺
、
芳

澤
ガ
ー
デ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
手

児
奈
ま
つ
り
な
ど
文
化
歴
史
的

資
源
が
豊
富
で
あ
る
。
今
後
も

多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
う
に

は
、
同
じ
こ
と
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
新
し
い
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
が

有
効
で
あ
る
。
真
間
地
区
で
は
、

ま
ち
か
ど
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
都
市

魅
力
を
ど
う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か

新
た
な
資
源
の
活
用
に
取
り
組
む

真間地区の歴史的資源

づ
く
り
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て

い
る
。
懇
談
会
の
意
見
を
生
か

し
、
地
域
整
備
を
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

答
　

懇
談
会
で
の
意
見
を
受
け
、

地
域
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

や
街
回
遊
ル
ー
ト
の
設
定
を
行

っ
て
き
た
。
今
後
も
現
存
す
る

資
源
の
保
存
・
活
用
を
図
り
、

新
た
な
資
源
の
発
見
・
活
用
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

中
国
分
３
丁
目
の
マ
ン
シ
ョ

ン
建
設
計
画
は
断
念
さ
れ
た
が
、

周
辺
地
域
が
風
致
地
区
に
指
定

さ
れ
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
で
あ
る
の
に
対
し
、
当
該
地

及
び
住
友
金
属
研
究
所
跡
地
は

第
一
種
高
度
地
区
に
な
っ
て
い

る
。
風
致
地
区
に
戻
す
こ
と
を

県
に
要
望
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

風
致
地
区
に
戻
す
要
望
ど
う
な
っ
た

県
は
指
定
要
件
に
該
当
し
な
い
と
判
断

中国分のマンション計画跡地

答
　

本
市
の
風
致
地
区
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
平
成
19
年
９

月
26
日
付
で
県
に
要
望
書
を
提

出
し
、
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

要
望
書
の
提
出
を
受
け
、
県

は
国
の
都
市
計
画
法
運
用
指
針

に
基
づ
き
判
断
し
た
結
果
、
指

定
要
件
に
は
該
当
し
な
い
と
の

見
解
で
あ
る
た
め
、
現
状
で
は

風
致
地
区
に
指
定
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

湯
浅
止
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

県
内
唯
一
の
夜
間
学
級
で
あ

る
大
洲
中
学
校
は
、
帰
国
子
女

や
戦
中
に
学
校
へ
通
え
な
か
っ

た
人
の
た
め
つ
く
ら
れ
た
が
、
現

在
は
外
国
籍
の
生
徒
に
も
門
戸

が
開
か
れ
た
学
び
の
場
と
な
っ

て
い
る
。
日
本
語
指
導
の
課
題
、

施
設
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

夜
間
学
級
に
は
外
国
籍
生

徒
40
人
を
含
む
48
人
が
在
籍
し

日
本
語
指
導
の
課
題
と
取
り
組
み
は

講
師
派
遣
、
環
境
整
備
な
ど
努
め
る

大洲中学校夜間学級

て
い
る
。
日
本
語
指
導
は
習
熟

度
に
応
じ
、
グ
ル
ー
プ
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
通
訳
講
師
を
派

遣
決
定
し
た
が
、
講
師
が
支
援

出
来
る
時
間
帯
と
夜
間
学
級
の

時
間
帯
の
調
整
が
課
題
で
あ
る
。

ま
た
、
教
室
は
普
通
教
室
と
特

別
教
室
以
外
に
図
書
室
な
ど
も

活
用
し
て
い
る
。
実
情
を
踏
ま

え
、
少
人
数
学
習
し
や
す
い
場

の
確
保
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

石
原
美
佐
子
議
員
（
市
民
連
合
）

　

日
本
語
に
ハ
ン
デ
を
持
つ
児

童
、
生
徒
の
日
本
語
指
導
や
生

活
支
援
と
し
て
、
日
本
語
指
導

教
室
を
小
中
８
校
に
設
置
し
、

担
当
教
員
の
指
導
等
の
補
助
と

し
て
、
平
成
20
年
度
は
17
人
の

通
訳
講
師
を
学
校
に
派
遣
し
て

い
る
と
聞
く
。
通
訳
講
師
が
日

本
語
指
導
に
携
わ
る
実
態
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
研
修
内
容
の
検

実
態
に
合
わ
せ
研
修
内
容
の
検
討
必
要

講
師
の
意
見
に
耳
を
傾
け
研
究
し
た
い

日本語指導通訳講師

討
が
必
要
で
あ
る
が
ど
う
か
。

答
　

現
在
、
県
主
催
の
研
修
会

や
市
主
催
の
日
本
語
指
導
教
室

担
当
教
員
と
通
訳
講
師
の
連
絡

会
を
年
２
回
開
催
し
、
相
互
の

指
導
力
の
向
上
と
連
携
を
図
っ

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
一
歩

踏
み
込
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
研

修
が
必
要
な
の
か
、
通
訳
講
師

の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
研
究
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

桜
井
雅
人
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

大
洲
中
学
校
の
夜
間
学
級
の

生
徒
は
、
外
国
籍
の
比
重
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
入
学
資
格
の

要
件
と
し
て
、
市
内
在
住
の
身

元
保
証
人
が
必
要
で
あ
る
が
、

保
証
人
を
見
つ
け
る
の
が
困
難

で
入
学
を
あ
き
ら
め
る
人
も
い

る
。
校
長
の
裁
量
で
許
可
し
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
声

も
あ
る
が
、
入
学
条
件
を
見
直

平
成
21　
年
度
か
ら
資
格
要
件
を
変
更

夜間学級入学資格

す
考
え
は
な
い
の
か
。

答
　

身
元
保
証
人
を
入
学
資
格

の
要
件
と
し
た
の
は
、
身
元
確

認
等
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、

入
学
条
件
は
既
に
見
直
し
て
お

り
、
平
成
21
年
度
か
ら
、
身
元

保
証
人
が
な
い
場
合
は
、
当
該

市
町
村
教
育
長
の
副
申
が
あ
れ

ば
、
入
学
が
可
能
と
な
る
。
今

後
も
学
校
と
連
携
し
、
夜
間
学

級
の
運
営
を
支
援
す
る
。

高
橋
亮
平
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

平
成
20
年
12
月
定
例
会
で
、

教
育
委
員
会
に
対
し
ア
ウ
ト
カ

ム
を
数
値
で
評
価
す
べ
き
と
の

指
摘
を
行
い
、
今
後
は
数
値
で

表
せ
る
も
の
は
表
す
と
の
答
弁

を
得
た
が
、
２
月
の
点
検
評
価

報
告
書
に
は
数
値
が
ほ
と
ん
ど

入
っ
て
い
な
い
。
ア
ウ
ト
カ
ム

評
価
を
し
、
施
策
・
事
業
の
ス

ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド

ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
で
教
育
施
策
改
善
を

効
果
の
判
断
基
準
の
設
定
難
し
い

次世代育成

を
行
っ
て
し
っ
か
り
と
改
善
し

て
い
く
べ
き
だ
。

答
　

現
在
、
次
の
報
告
書
に
関

し
て
、
評
価
を
数
値
で
測
れ
る

か
ど
う
か
の
区
分
、
目
標
達
成

基
準
等
の
調
査
も
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
教
育
は
様
々
な
施
策

を
合
わ
せ
て
効
果
が
得
ら
れ
る

た
め
、
効
果
の
判
断
基
準
の
設

定
が
難
し
く
、
総
合
的
な
視
野

で
判
断
し
た
い
。

　２月定例会では、31 人の議員が一般質問を行いまし

た。質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分。ここで

は紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を要約し、

ジャンルごとにまとめて掲載しました。 

＜会派の略称＞

　市 民 連 合＝市民連合・あい

　ガバナンス＝ニューガバナンス

（６）

身
元
保
証
人
が
必
要
だ
が
見
直
す
べ
き

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

食
材
費
の
高
騰
で
給
食
費
の

値
上
げ
が
必
要
だ
が
、
平
成
21

年
度
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
米
を
各

校
に
現
物
支
給
す
る
学
校
給
食

費
安
定
化
食
材
購
入
緊
急
措
置

事
業
を
１
億
１
千
万
円
の
予
算

で
行
う
。
こ
の
予
算
は
市
税
で

あ
り
、
市
内
業
者
育
成
の
観
点

か
ら
も
、
市
内
米
穀
小
売
商
組

合
か
ら
購
入
す
べ
き
で
あ
る
。

答
　

小
中
学
校
、
特
別
支
援
学
校

の
給
食
で
使
用
す
る
約
３
０
０

t
の
米
を
購
入
予
定
だ
が
、
年

度
当
初
は
、
現
在
の
納
入
元
で

あ
る
財
団
法
人
千
葉
県
学
校
給

食
会
か
ら
購
入
す
る
。
そ
れ
以

降
は
、
一
般
競
争
入
札
等
で
業

者
決
定
す
る
こ
と
か
ら
、
選
定

要
件
を
満
た
せ
ば
、
市
内
業
者

か
ら
の
購
入
も
可
能
と
考
え
る
。

学校給食用の米
市内米穀小売商組合から購入すべき

選定要件満たせば可能と考える

教 育

ま ち づ く り

※会派名は質問時の会派

　で掲載しています。


